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～長野・新潟へアートを探しに～

三年に一度開催の「大地の芸術祭」ご鑑賞と
小布施にて葛飾北斎の作品に触れる 信越アートの旅 ３日間

Photo Nakamura Osamuマ・ヤンソン ／ MADアーキテクツ「Tunnel of Light」

■添乗員／同行します　■食事／朝食２回、昼食３回、夕食２回　
■交通機関／JR（北陸新幹線・上越新幹線）、大型または中型または小型貸切観光
バス（アリーナ銀嶺観光バス、泉観光バス等）　■集合場所／東京駅新幹線ホーム
■ご案内／※天候・道路状況により観光順序を入れ替える場合がございます。
※ 上野・大宮駅乗車ご希望の場合は、必ずご予約時にご連絡ください。ご連絡
がない場合は、東京駅乗車となります。ご了承ください。

※交通時間は、予定時間となります。ダイヤ改正などで時間が変更になる場合もございます。
※大地の芸術祭のオフィシャルガイド同行は2日目9/6（金）のみとなります。

1

東京駅（9：04～9：20）-（北陸新幹線）-長野駅（10：41～
10：44）➡◎小布施にて身体にやさしいお豆富のご昼食…
●岩松院（北斎が晩年に描いた天井画を見学できる小さなお寺）
➡●北斎館（葛飾北斎の肉筆画を中心に展示している美術館）…
◎小布施散策➡十日町市内【泊】（18：00頃） 食事：朝×・昼○・夕○

2

ホテル（9：55頃）➡●鉢＆田島征三絵本と木の実の美術館➡
●Nakago Wanderland＠ナカゴグリーンパーク➡●光の館
➡●うぶすなの家にてご昼食➡●越後妻有里山現代美術館 
MonET➡十日町市内【泊】（16：30頃） 食事：朝○・昼○・夕○

3

ホテル（9：00頃）➡●清津峡トンネル（「Tunnel of Light」）➡●上郷
クローブ座 香港ハウス➡●上郷クローブ座レストランにてご昼食
➡●大割野地区の新作作品➡●まつだい農舞台➡越後湯沢駅
（17：16）-（上越新幹線）-東京駅（18：40） 食事：朝○・昼○・夕×

旅行期間 2024年9月5日（木）～9月7日（土）
旅行代金

2名様１室利用
（お一人様） 139,000円
※1名様1室 追加代金11,000円（2泊）

募集人員 18名様
（最少催行人員14名様）

宿泊ホテル【1・2泊目】あてま高原リゾート ベルナティオ（洋室／ツイン）

2泊3日

コース番号：11-8032-0017

『大地の芸術祭』こと『大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ2024』は
その名の通り3年に一度開催される国際芸術祭です。「人間は自然に内包
される」を基本理念とし、2000年より開催されており、日本各地で開催
されている国際芸術祭のパイオニアとなっています。越後妻有地域（新潟
県十日町市津南町）を舞台に、農業を通して大地とかかわってきた「里山」の
暮らしが今も豊かに残っている場所で、自然の中に作品を展示しています。

十日町エリア
信濃川の東側に広
がり、古墳時代まで
さかのぼる歴史を
持つ織物産業と
豊かな自然を活
かした農業を柱として
形作られ、古くは人や
モノが集まり市が
開かれていた地域です。 このエリアでは「越後妻有里山現代美術館 MonET」
などをご見学いただけます。

中里エリア 信濃川をはじめとした水源に恵まれています。日本三大峡谷
の一つで全国的に有名な「清津峡」があるのもこの地域です。
このエリアでは内部を丸ごとアート化した清津峡渓谷トンネルの作品
「Tunnel of Light」などをご見学いただけます。

レアンドロ・エルリッヒ
「Palim Sest 空の池」
Photo Kioku Keizo

田島征三「鉢＆田島征三 
絵本と木の実の美術館」

Photo 秋元茂

松代エリア 周囲を山々に囲まれた丘陵地帯で、交通の便が発達する以前、
特に冬場は陸の孤島と言われていたほど厳しい自然環境にある地域です。
このエリアでは「まつだい『農舞台』」をご見学いただけます。

岩松院 本堂の天井に北斎が88歳から89歳にかけて制作した「八方睨み
大鳳凰図」が残っています。大きさは畳21枚分で、描かれてから塗り替えは一度も
行われていませんが、生き生きとした極彩色の天井画をご鑑賞いただけます。
北斎館 北斎ゆかりの街小布施に昭和51年に開館した専門美術館です。館内
には常設展示として北斎が小布施にて制作した「上町祭屋台」「東町祭屋台」、また北斎
の肉筆画作品が展示されているほか、季節ごとに変わる企画展も催されています。

小布施 千曲川の舟運が発達した江戸時代、交通
と経済の要所として栄えた街、小布施。当時は定期
的な市がたち、人、物、情報が集まる北信濃の文化的
中核地域でした。そんな小布施に83歳の頃初めて
訪れた浮世絵師・葛飾北斎は、地元の豪農・豪商の
高井鴻山の庇護のもと様々な作品を手掛けました。
今回はその一端にふれていただきます。 小布施の街並み

川西エリア 信濃川の西岸にある高さ50ｍの
段丘上に広がる地域で、かつては街道が通って
おり様々な人々の往来があった場所です。
ジェームズ・タレル「光の館」などをご見学いた
だけます。 ジェームズ・タレル「光の館」

Photo Ishizuka Gentaro

あてま高原リゾート 
ベルナティオ

豊かな自然の中で四季折々
の景観を楽しめる
ホテルに2連泊 外観／イメージ 客室／イメージ

大地の芸術祭
ならではの
昼食もご用意
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うぶすなの家
昼食／イメージ
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上郷クローブ座レストラン
／イメージ

津南エリア スキーで有名な苗場山を有し、信濃川に
合流する3つの川に沿って最高9段の雄大な河岸段丘
が形成されています。夏の高原性のさわやかな気候は
米だけではなく、畑作をも可能にしています。
このエリアでは越後妻有「上郷クローブ座」などを
ご見学いただけます。

「越後妻有『上郷クローブ座』」
Photo Yanagi Ayumi


